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別紙

委員長　　　　開会宣言、あいさつ

副議長　　　　あいさつ

町長　　　　　あいさつ

委員長　　　　これより議事にはいります。

議案第56号

委員長　　　　まず、本委員会に付託されました、議案第56号平成20年度長久手町一般会計補正予算（第4号）についてを議題といたします。議案第56号について執行部の説明を求めます。

財政課長　　　議案第56号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第56号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

浅井委員　　　法人税が減収になっているが、法人税の課税評価は前年度の法人が一定の時期にあったことになるが、途中で会社の数が減ったとか、従業員が減ったということなのか。
財政課長　　　その点については特に聞いておりません。担当課からは、円高や原材料価格の高騰による企業収益の悪化ということを聞いています。

浅井委員　　　法人割ということで、資本金、従業員数に応じて、年度当初や決算時にその都度税額は決まってくる。これだけ減収があるということは、従業員が減ったことや会社がなくなってしまったことがあるかと思うがどうか。
総務部長　　　法人税の算出の仕方ですが、平成20年度の法人税の額は、まずは平成19年度の最終的な数字で、半期で予定納税という半額を納めるようになっています。去年の部分の半額を、今年の例えば、10月に半分納めます。そして最後の3月が決算期だとすると3月に確定をするわけで、ここで還付がどっとくる場合と、増益でまたたくさんくる場合と両面あります。そうした部分の中で、たくさん税金を納める所は設備投資をまずします。そうすると、翌年その部分の設備投資で税が減る等、色々な会社のやり方があるが、算定方法は今言った状況です。昨年の状況のなかで納税があって実際的な部分では、会社の中で、浅井委員が言われるように、減収があったからその辺の部分で今回の減収があったということになるが、大幅な人員削減等は聞いていません。ただその営業の収益上の減という中の減収と聞いています。人員の部分では特段大きく減ったということはありません。

浅井委員　　　法人税の法人割は、会社の規模、資本金と従業員数によって決まっており、9区分になっている。それから、1.25％従業員数に掛けたとか本社がある等でそのように決まってくる。ですから、法人町民税は、収入には関係ないのではないのか。
財政課長　　　法人町民税には、法人税割と均等割があります。法人税割は、企業の前年度の収益によって払ってもらうもので、今回お願いしているものは、法人税割で、企業の収益の部分で落ち込みがあるということでお願いしたものです。均等割については、担当課の方からは大きな落ち込みがあるとは聞いていません。企業数が大きく減ったとか、従業員数が減ったとか、資本金が少なくなったとかは聞いていません。
総務部長　　　補足ですが、浅井委員の言われる９段階とかは均等割の方です。均等割は、確かに資本金の額、町内にみえる従業員数によって段階があり、100万円とか50万円とかに分かれています。収益に対する12.3％を掛けるのは、従業員数は一切関係ありません。均等割の方でそれを加味するとなっています。
水野委員　　　高針御嶽線の図面だが、左側のブルーに塗ってある右側に細い部分がある。これは色がついてないということか。

財政課長　　　青い所57.48㎡となっています。そのすぐ右側に鋭い三角形の土地16.1㎡があり、こちらについては、当初予算で茶色の部分を購入していますが、その中で残額が出ているので、そこで対応が可能ということで、今回補正にはあげていません。
水野委員　　　もう買ったということか。

財政課長　　　これから購入していくことになると思います。既に購入したものは、緑の部分です。これが8月頃に契約しているので、補正の時期に間に合わないということで、土地取得特別会計で先行して買い、今回、買い戻しをするものです。青いものについてはこれから契約ができるばかりの状態になっています。

水野委員　　　細い部分はどうか。

財政課長　　　購入していきます。

水野委員　　　今後購入するのか。

財政課長　　　今年度購入します。

水野委員　　　購入済みか。

財政課長　　　青い土地と同時期に契約をして、購入していくことになると思います。

水野委員　　　金銭的なものはまだこれからか。

財政課長　　　こちらの青いものについては、予算がないので今回補正予算であげました。するどい三角の部分は、予算の残額はあり、所有者は別だが、同じ時期に購入していくことで計画しています。
水野委員　　　金銭は支出しないのか。
財政課長　　　支出はこれからします。

浅井委員　　　収入の所で、個人も法人税も前年の1月1日に確定する。そうすると申告はそれより遅れるが、予算の時には、前年の12月末日に閉めた収入とか税収が反映されないということか。
総務部長　　　法人は1月1日とかありません。決算期がありますので、その会社によって違うと思います。先ほどから出ています、9つに分かれているという部分で均等割に関しては従業員数、資本金数によって変わってきます。法人税割に関しては、これは純益に対する12.3％を掛けるので、資本金、従業員数は一切関係ありません。従業員数が1,000人いて、長久手町に100人いれば、その税額の一割が長久手町に入ってきます。その従業員数の所で振られるだけで、資本金等はそれとは別です。
浅井委員　　　今聞いたのは、個人の部分も含めてなので、個人町民税がある。その課税の基準は前年の12月31日で決まります。土地の評価にしても、所得税にしても12月に閉めて申告するので、そうすると申告するのはもっと2月3月くらいに遅れるので、そういうことで予測がたたないということなのか。
総務部長　　　まず、固定資産税、住民税に関しては、1月1日が基準日です。そこの課税の基礎となるのが、前年1月1日から12月31日までの収益に関して、1月1日の住んでみえる所に申告をして納めるということになります。それが課税が翌年度、町県民税になります。固定資産税も1月1日現在の地目状況によって、5月から課税をすることになっています。
浅井委員　　　だから、なぜずれるのか。
総務部長　　　予算上はその1月1日現在の時には、次の年の予算を算定するので、アップ率をその予算の段階で、平成21年は平成20年に比べるとこれぐらいのアップ率だとか、給与状況はこういう状況だから、ちょっと下がるなら95％で見積もるとかするので、それを精査するために、このすべて確定した12月に補正をかけさせていただいているのが、町民税、固定資産税の今回の補正です。
青山委員　　　高針御嶽線だが、西の方から整備されているが、日進に通じる東の方は、用地買収している所もあるが、後どのくらいの比率で残っているか。
総務部長　　　高針御嶽線の東部分、日進に抜ける部分は、北側は区画整理、南側は住宅が張り付いています。計画課で買える部分は購入しています。今、後どのくらい残っているかは調べにいっています。購入の話がつけば購入し早く整備をしていきたいと思います。
建設部次長兼土木課長　22筆中、今現在9筆残っています。順次話を進めさせていただいている状況です。

浅井委員　　　小学校2クラス増、長久手中学校も2クラス増ということで、年度当初に伸び率がどこの地域にあったとか、なぜ予測できなかったのか。
財政課長　　　来年の4月に2クラス増ということで、当初予算の段階では、今から1年程前に積算していくのだが、開発の状況や転入者の状況が、その1年ではなかなか把握ができません。この時期、来年の4月に向けて補正をし、クラスが増えても対応ができるようにしているのが現状です。
浅井委員　　　2クラスというと学校の規模にしてはかなりの増になるが、どこの地域で転入者や新築が伸びたのか。
町長　　　　　だいたい学校区の中全体を指します。学級数の増は、先生が影響しますので、教育委員会では、今でいくと来年の4月、その時に予測される学級数が2学級ずつ増えるのではないか、増えても大丈夫ということで準備をさせていただくということです。年間を通してその地域から転入者があるのではないかということ等から予測したものです。今年度増えたからすぐというわけでは認められないものです。先生の関係もあり、また、そんなふうにも増えていきません。
総務部長　　　確かに1学級1、2年35名、3年から40人学級ですが、今、38名の所1学級とすると3人増えると2学級になります。35人の所は1名増えるだけで2学級、もう1学級増えます。お子さんが3～4人入ることによって1学級増えることがあるので、この辺が、想定が当初では難しく今出させていただいています。
浅井委員　　　私が住んでいる所は旧市街地で小中学生が減っている状況です。どの地域が伸びたのか聞きたい。
財政課長　　　地域はわからないが、新一年生を迎えるときに就学児検診をやります。就学児検診時に人数がある程度、それぞれの校区の学校の児童数がはっきりしてきます。2年生から5年生までは転入の可能性、それから1人でも増えれば2クラスに分かれる可能性もあるので、そういった所をみながら、今回、教室が不足する部分については、改修工事もしますし、備品が必要な部分は備品購入費をあげさせてもらい、結果として2クラス必要だったのが1クラスですむかもしれませんが、準備だけはきちんとしていかないと、4月に入って1クラス足りないといけないので、準備だけはきちんとさせていただこうとするものです。
水野委員　　　北小学校の増築工事だが、これは何クラスくらい増えるのか。
財政課長　　　現在、既設の教室数が20教室だったと思うが、増築の規模は最大限で30クラスを超える規模が必要ということで、教育委員会では規模の想定をしています。今回、補正が通れば設計の中にそういったものを反映させていきます。後は、特別教室もこれぐらいの規模になると必要になるので、家庭科室、音楽室、理科室等を増築していくということで計画をしていくと聞いています。
水野委員　　　工期はいつ頃からいつ頃までか。
財政課長　　　設計については、今回の補正を議決いただいた後、1月に発注をかけて、平成21年の5月ないし6月ぐらいまでに設計を終わらせると聞いています。校舎の増築工事については、平成21年の秋から翌年の夏休み明けくらいまで、約1年弱くらいですが、そのような見込を立てています。

浅井委員　　　法人税の件だが、1億円以上の会社が206社あるということをおっしゃいました。1号から9号までの分布の割合はどのようか。
総務部長　　　均等割の部分だと思うが、額は持っていませんが、地方税法第312条第1項第1号に該当する法人で一番高い金額ですが8社、2号に該当する法人が7社、3号に該当する法人が112社、4号が6社、5号が63社、6号が10社、1億円以上の206社の割り振りです。
浅井委員　　　7号、8号、9号はわからないか。
総務部長　　　1億円未満ですが、7号が204社、8号が6社、9号が814社です。

委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第56号平成20年度長久手町一般会計補正予算（第4号）について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第56号については原案のとおり可決することに決しました。

　　　　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。

　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。

（異議なしの声あり）

ご異議が無いようですのでそのように取り計らいさせていただきます。以上で総務まちづくり委員会を閉会します。

午前１０時４３分閉会　　　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２０年１２月１１日

総務まちづくり委員会委員長　丹羽茂雄
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